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　政策提案・要望活動

1

令和３年7⽉12⽇(⽉)、13⽇(⽕)に、奈良県の農業農村整備事業の推進のため、また令和４年度の予算確
保に向け、奈良県⼟地改良事業団体連合会、 奈良県農業農村整備事業推進協議会、奈良県⼟地改良区連
絡協議会３者合同で、農林⽔産省・財務省及び国会議員に、令和4年度の政策提案・要望活動を⾏いました。

【奈良県の農業・農村の振興に関する提案書】

１．産地の競争⼒強化のための⽔利施設の整備や更新、⻑寿命化対策にかかる⽀援と必要な予算の確保

２．農地集積、⾼収益作物導⼊に向けた基盤整備をはじめ、地域の実情に応じた整備への⽀援と必要な予算
の確保

３．防災重点ため池の整備や治⽔利⽤、ハザードマップ作成や機能診断調査など、農地防災・減災、国⼟強靱
化緊急対策について、⼗分な予算を確保するとともに、流域治⽔に貢献する⼟地改良施設の管理負担軽
減策の検討

４．効率的かつ適切な⼟地改良施設の保全・管理体制強化を図るため、
（１）ため池管理にかかる研修、パトロール、監視等に対する⽀援
（２）⼟地改良施設診断・指導を⾏う⼟地改良区体制強化事業の充実
（３）複式簿記会計導⼊など、改正⼟地改良法の適切な運⽤を図るため、⼟地改良区運営基盤強化の

対策と⽀援強化
（４）⼈・農地プランの実質化に向けた農地情報の⼀元化や⼟地改良施設管理の効率化に資する⽔⼟⾥

情報活⽤に向けた⽀援強化
（５）気候変動による豪⾬災害の頻発化・激甚化や農業構造・営農形態の変化および流域治⽔における

ため池治⽔利⽤、⽥んぼダム等に対応できるよう農業⽔利施設の維持管理に関する⽀援強化

５．農地や⽔路・農道等、農村の資源を良好に保全し、多⾯的機能の発揮を継続するため、中⼭間地域等
直接⽀払交付⾦や多⾯的機能⽀払交付⾦及び推進交付⾦の充実と必要な予算の確保

奥野信亮 衆議院議員⾼市早苗 衆議院議員

佐藤啓 参議院議員

⽥野瀬太道 衆議院議員

堀井巌 参議院議員

財務省 主計局 野村宗成 主計官農林⽔産省 農村振興局 安部伸治 次⻑ 農林⽔産省 整備部 川合規史 部⻑

進藤⾦⽇⼦ 参議院議員 宮崎雅夫 参議院議員
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令和3年度　近畿の農業・農村の振興に関する提案・要望活動
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令和３年7⽉20⽇(⽕)、ホテルルビノ京都堀川で、近畿⽔⼟⾥ネット連合協議会(近畿6府県の⼟地改良事業
団体連合会)は、令和4年度農業農村整備関係予算の確保等を⽬的として、近畿農政局へ提案・要望活動を⾏
いました。

【実施内容】

１.近畿農政局 関係課⻑等との意⾒交換会

◇近畿の農業・農村の振興に関する提案書説明

近畿⽔⼟⾥ネット連合協議会
（当番県）⼤阪府⼟地改良事業団体連合会

◇各府県⽔⼟⾥ネットからの提案・要望

奈良県⼟地改良事業団体連合会からは菅⾕常務理事が参加し、
ため池パトロールはじめ、ため池の管理にかかる⽀援の充実、
⼟地改良区が管理する施設の維持管理⽀援制度の創設、⽔⼟⾥
情報に対する⽀援強化等について提案・要望を⾏いました。

２．近畿農政局への要望活動(個別訪問)

【提案事項】

1 農業農村整備事業の着実かつ円滑な推進ならびに関係予算の確保
2 ⼟地改良施設等の管理に対する⽀援制度の充実
3 災害復旧事業への⽀援制度の充実と強化
4 ⽇本型直接⽀払制度の円滑な推進
5 役割増⼤に伴う⼟地改良区の運営基盤の強化
6 ⼟地改良事業団体連合会の運営基盤の強化
7 新型コロナ感染症の拡⼤防⽌に係る⼟地改良区等への⽀援

⽔⼟⾥ネット奈良
菅⾕ 義寛 常務理事

近畿農政局 ⼤坪 正⼈ 局⻑



奈良の⼟地改良　NO.72

全国⽔⼟⾥ネット会⻑会議顧問 参議院議員 進藤⾦⽇⼦⽒ 来県、現地視察
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令和３年８⽉６⽇(⾦)、令和３年９⽉２２⽇(⽔)、進藤議員が現地視察、意⾒交換に来県されました。

【令和３年８⽉６⽇(⾦)】

⽥原本町の農事組合法⼈多集落営農組合で意⾒交換

古事記を編纂した「太安万侶」ゆかりの
多(おお)地区で、営農活動を中⼼に地
域の活性化に努める実践状況をお聴き
しました。地域を思う深い愛情、農地の
⼤区画化への思い、そして婦⼈部の活
動の素晴らしさが印象的でした。

五条吉野地区の⼟地改良関係の⽅々に国政報告を⾏い意⾒交換

国営事業の事業費増に伴
う農家負担の課題、集落営
農組織への財政⽀援の必要
性、農地中間管理機構集積
協⼒⾦交付事業の継続要請
などをお聴きしました。

下市町栃原地域の⼟地改良関係と林業関係の⽅々に国政報告を⾏い意⾒交換

深刻な⿃獣被害の早急な
対策の必要性、ウッドショック
下での⼭元への利益還元の
必要性、農家住宅整備によ
る新規就農者確保の必要性、
⽊材加⼯産業への⽀援の必
要性など熱いご意⾒を頂戴し
ました。
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⼤和⾼原南部⼟地改良区（宇陀市⼤宇陀迫間）国政報告を⾏い意⾒交換

果物等の種⼦や苗の知的財産権保護の
緊急性、多⾯的機能⽀払制度を活⽤した
災害復旧制度の柔軟な運⽤の必要性、獣
害防⽌柵設置の課題、中⼭間地域等直接
⽀払制度の更なる要件緩和の必要性、営
農型太陽光発電施設設置運⽤の課題など
の声をお聴きしました。

⼤和⾼原北部⼟地改良区（⼭添村上津︓上津ダム管理所）国政報告を⾏い意⾒交換

多⾯的機能⽀払制度の事務負担軽減と⻑寿
命化対策の予算確保の要請、⼟地改良区の賦
課⾦軽減策実施の必要性、⼭⽺等を活⽤した
草刈実施の有⽤性と補助事業化の要請、来年
度要求の集落営農活性化プロジェクト促進事業
創設の要請などの声をお聴きしました。

倉橋溜池⼟地改良区（⽥原本町）
管内現地視察

昭和初期に建設された⽔路の⽼朽化が著しく
予定通りの改修事業の実施を要請されました。

【令和３年９⽉２２⽇(⽔)】

宇陀市伊那佐東部地区（宇陀市榛原⼤⾙︓（有）⼭⼝農園）
伊那佐東部地区の取り組み内容、国政報告を⾏い意⾒交換

(有)⼭⼝農園さんから取組内容と有機
農業展開の課題等について意⾒をお聴き
しました。本年度から農⽔省が取組を開
始した「みどりの⾷料システム戦略」を進め
る上で、⼤変有⽤な⽰唆をいただきました。

(⽂︓参議院議員 進藤⾦⽇⼦フェイスブックより引⽤）
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令和３年度　奈良県⼟地改良区連絡協議会総会・研修会　開催

5

令和３年度　奈良県農業農村整備事業推進協議会総会　開催

令和３年８⽉６⽇(⾦)、奈良ロイヤルホテル ２階「鳳凰の間」において、令和３年度 奈良県⼟地改良区連絡
協議会総会・研修会を開催しました。

主催者挨拶
奈良県⼟地改良区連絡協議会
会⻑ 中筋 弘

来賓祝辞
奈良県
知事 荒井 正吾

研修会挨拶
奈良県⼟地改良区連絡協議会
顧問 奥野 信亮

閉会挨拶
奈良県⼟地改良区連絡協議会
副会⻑ ⾦澤 秀樹

来賓祝辞では、荒井 正吾 奈良県知事より農業⽤⽔確保に苦労した歴史があったが、現在は⽔道の⼀元化プロ
ジェクトが進んでいること、好条件の農地として良い担い⼿がつくような仕組みづくりを考えていること、ため池については、

治⽔機能も持たせて利⽔・治⽔の両⽅の利⽤を推進したい
とのお話がありました。
また、奥野信亮顧問より⼟地改良予算確保に対する進藤

議員への感謝と、ため池整備を県と⼒を合わせて推進し、
今後も皆様のご協⼒をお願いしたいと挨拶がありました。
総会は、中筋会⻑議事進⾏の下、令和２年度事業報告

及び決算報告並びに令和３年度事業計画及び収⽀予算
（案）が審議され、 原案どおりに承認を得ました。

総会終了後、研修会として全国⽔⼟⾥ネット会⻑会議
顧問 参議院議員 進藤⾦⽇⼦⽒より「この５年間を振り
返って」（Ｐ６参照）と題して講演をいただきました。

令和３年９⽉２２⽇(⽔)、⼤和平野⼟地改良区 ⼤会議室において、令和３年度 奈良県農業農村整備事
業推進協議会 総会を開催しました。
協議会会⻑、上⽥⼤和郡⼭市⻑より開会の挨拶、奈良県⾷と農の振興部 農村振興課 ⻑⾕川課⻑の来賓挨

拶に続き、上⽥会⻑が議⻑を務め、議案が審議され原案どおりに承認を得ました。
総会終了後、全国⽔⼟⾥ネット会⻑会議顧問 参議院議員 進藤⾦⽇⼦⽒（Ｐ６参照）及び県施策について

県 ⻑⾕川課⻑より情報提供がありました。

議案
第１号議案 令和２年度事業報告並びに収⽀決算について
第２号議案 令和３年度事業計画（案）について
第３号議案 令和３年度会費の徴収（案）について
第４号議案 令和３年度収⽀予算（案）について
第５号議案 任期満了に伴う役員の改選について

閉会挨拶 副会⻑
曽爾村⻑ 芝⽥ 秀数

監査報告 監事
五條市⻑ 太⽥ 好紀

議⻑ 会⻑
⼤和郡⼭市⻑ 上⽥ 清

来賓挨拶
奈良県⾷と農の振興部農村振興課
課⻑ ⻑⾕川 憲⽣
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『この五年間を振り返って』
全国⽔⼟⾥ネット会⻑会議顧問 進藤⾦⽇⼦

令和３年度 奈良県⼟地改良区連絡協議会総会・研修会、令和３年度 奈良県農業農村整備事業推進協議
会総会において、全国⽔⼟⾥ネット会⻑会議顧問 参議院議員 進藤⾦⽇⼦⽒より５年間の政治活動の実績を振
り返りながら「農政の現状と課題に対応した⼟地改良の５つの役割」と「進藤⾦⽇⼦、６つの全⼒」についてご講演頂
きました。概要を以下に掲載します。

「農政の現状と課題に対応した
⼟地改良の５つの役割」

1.⽶政策・⽶の価格の話
主⾷⽤⽶の消費減少による転換と⽔⽥フル
活⽤対策に伴う暗渠排⽔をはじめとした⼟
地改良や圃場整備、スマート農業技術の整
備をしっかりやっていく。

2.⼈・農地プランの話
⼈・農地プランの鍵を握っているのは⼟地改
良区である。⼟地改良区の中で施設の改
修計画と共にコーディネーターとして主体的
に進めていく仕組みづくりが必要。

3.輸出の話
奈良からもどんどん輸出をしていく基盤を
作らなければいけない。富⼭県で全国で
初めて輸出促進型国営事業の圃場整
備が始まる。輸出促進に⼟地改良が積
極的に取り組んでいかなければいけない。

4.地域政策
ポストコロナを⾒据え、地域資源を活かし
てコロナで都市離れした若者の受け⽫とな
るような地域政策をしていかなければいけ
ない。

5.緑の⾷料システム戦略
⽇本⾷料システムの中で、⽣産部分だけ
でなく調達の部分、流通、商品が出るま
でにいかに環境に負荷をかけないか、⼟地
改良もカーボンニュートラルに貢献できるこ
とがある。

「進藤⾦⽇⼦、６つの全⼒」

１.⼟地改良の予算確保
⼀番下がっていた平成２４年度から⾒ると3倍近く、私が政治活動
をしてからでは１.７倍の６,３００億円にまでなった。これを安定予
算に変えていくことがこれからの課題。制度として⾯積要件なしの市街
化区域事業の活⽤をできるところがあれば、⼟地改良事業団体連合
会、県の⽅にご相談頂きたい。

２.⽇本型直接⽀払制度の充実
事務負担の軽減や中⼭間地域直接⽀払制度や多⾯的機能発揮
対策などについて、地域の皆さんの声をくみ上げ、制度の充実を図る。

３.災害に強い農⼭漁村づくり
昨年度までの防災・減災対策、国⼟強靱化３カ年緊急対策、今年
度からは５カ年加速化対策をやっていく。この中でも⼟地改良をしっ
かりやっていく。そして、ため池⼯事の特別措置法が昨年議員⽴法で
できたが、法律制定が⽬的でなくこれからどう動かしていくか、市町村
の負担を減らしながら、それぞれの連携の中でそれぞれが責任を果た
せるように執⾏状況を⾒ながら、進めていきたい。

４.美しい農⼭漁村の継承
地域政策をやってきたがまだまだ⾜りない。地域政策や⼟地改良など、
更に魂を込めて政策をつくっていかなければいけない。しっかり対応して
参りたい。

５.⼥性の視点を⼤切にした政策
⼥性の⼒がかかせない。今後の農林⽔産基盤づくりについても⼥性の
意⾒を踏まえた展開が重要で、⼥性の視点を重視した政策展開を
していきたい。

６.農林⽔産業と農⼭漁村への国⺠の理解促進
⾷料⽣産の農林⽔産業とともに、ＣＯ２吸収の森林環境づくりを国
⺠のために担っている省庁であるということが国⺠にわかる政策づくりを
していかなければならない。

令和３年度
奈良県⼟地改良区連絡協議会総会・研修会

令和３年度
奈良県農業農村整備事業推進協議会総会
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令和３年７⽉１９⽇(⽉)、⼤和平野⼟地改良区３階 理事会室において、令和３年度 奈良県⼟地改良事業
団体連合会 理事会を開催しました。
上⽥議⻑の下、議案が審議され、原案どおりに承認を得ました。

その他として【農道台帳管理賦課⾦の改正（案）について】説明し承認されました。

議案

第１号議案 令和２年度事業報告について
第２号議案 令和２年度会計収⽀決算書、

貸借対照表及び財産⽬録について

令和２年度 農業振興功績者表彰（公益財団法⼈ 農業振興会館 ）で着想賞を受賞された⼭添村
広代の 浦﨑 彰夫さんが育てているハスの
花が約1万平⽅メートルのれんこんの棚⽥
に約30種類開花しています。
今年１⽉に表彰の取材に訪れた時は、

花の時期ではなかったので、是⾮とも⾒せ
てもらいたいね、と話していました。
今回は⼤きなハスの葉の緑のキャンパスに

⽩、ピンクの花々が彩りを添えていました。

【⼭添村のふるさと納税返礼品】
・「花ハス取り体験」
・｢れんこん｣掘り体験
・｢れんこん2kg｣
【レンコン掘り体験】
⼭添村観光協会HP
(https://yamazoekanko.jp)
体験する>｢農業体験｣
>｢レンコン掘り体験｣/広が代農場 撮影︓令和３年８⽉１１⽇

事務局より
上⽥ 清 ⼤和郡⼭市⻑に

６期⽬当選の花束が
贈呈されました。

挨拶
奥野 信亮 会⻑

来賓祝辞
乾 新弥

奈良県⾷と農の振興部⻑

監査報告
永⽥ 正利 監事
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令和３年9⽉9⽇(⽊)、⼤和平野⼟地改良区 ⼤会議室において、奈良県、
奈良県農業協同組合、23市町村、奈良県⼟地改良事業団体連合会の会
員総数２６名全員の出席（本⼈出席８名、委任状による出席１名、書⾯
議決書による出席１７名）のもと、令和３年度 奈良県多⾯的機能⽀払推
進協議会通常総会を開催しました。
菅⾕会⻑より開会挨拶の後、広陵町 中川理事が議⻑に選出され、議事に

⼊り、第１号議案、監事の選任については、奈良市 観光経済部⻑ 仲⻄範
嘉⽒、⽥原本町 産業建設部⻑ ⽥邉義⺒⽒の2名が選任されました。引き続
き第２号議案、第３号議案の審議に⼊り、２議案とも原案通りに可決承認を
得ました。
また、奈良県⾷と農の振興部農村振興課より、多⾯的機能⽀払交付⾦の

令和３年度改正点についての情報提供がありました。

議案

第１号議案 監事の選任について
第２号議案 令和２年度事業報告及び会計決算について
第３号議案 令和３年度事業計画及び会計収⽀予算（案）について

議⻑ 広陵町 中川理事

監査報告 ⽥原本町
産業建設部 ⽥邊部⻑

挨拶 菅⾕会⻑

奈良県 ⾷と農の振興部
農村振興課 ⼩寺係⻑

奈良県⾷と農の振興部
農村振興課 ⻑⾕川課⻑

●多⾯的機能⽀払交付⾦ 令和３年度改正点●

・⽥んぼダムの取組を⾏い、⼀定の取組⾯積等の要件を満たす場合、
資源向上⽀払(共同)の単価が加算される

・⿃獣被害防⽌対策も対象の活動内容となる

・法⼈化した活動組織は⾦銭出納簿の市町村への提出が不要となる
・市町村へ提出する報告書等における押印が省略可能となる
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⼟地改良区紹介 五條吉野⼟地改良区の現状
- 未来型儲かる農業経営を⽬指して -

地域の概要
五條吉野⼟地改良区は、奈良県中⻄部に位置し吉野川沿いの標⾼１３０ｍ〜

５００ｍの中⼭間地帯で、⼭林・原野とこれに隣接した既成果樹園で占められており、
全国でも有数の柿の主産地となっております。
しかし、優良農地が少なく経営規模が零細であることや、かんがい⽤⽔が確保されて

いないことから、品質・収量⾯においての⽴ち遅れなど、農業の近代化が図れないまま
となっておりました。このため、国営総合
農地開発事業によって、農地（樹園地）
を造成し受益農家の経営規模の拡⼤を図るとともに、畑地かんがい
施設の整備を⾏うことによって⽣産性の向上と農業経営の安定を
図る事を⽬的に事業が⾏われ、これらの事業に伴って発展した柿の
施設栽培は全国第⼀位で80％のシェアを誇り当該地区の柿⽣産
を特徴付けるものとなっております。

取り組みの現況
当初のかん⽔は農家が管理するため池からポンプでくみ上げて

⾏っていましたが、昭和49年から実施された国営農地開発事
業により、⼀の⽊ダムが整備され⼜そのダムからの⽔を配⽔する
畑地かんがい施設の整備がなされたことによって、配⽔施設が
充実し管理が⼤変だったポンプやため池の⽔を使う必要がなく
なり、かん⽔に係る労⼒が⼤幅に軽減されました。 現在は遠隔
操作が可能なスプリンクラーも整備され⾃動でかん⽔するシステム
も構築済みであり、その事が柿の品質の向上につながり⼤⽟化に
も結びつき安定した柿栽培経営が可能になりました。

⼀の⽊ダム堤体

既畑給⽔スタンド

スプリンクラーでのかん⽔
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ハウス栽培による営農体系の転換
主に栽培されている柿は露地栽培が⼀般的であり、収穫は10⽉

から11⽉が中⼼です。それを7⽉から収穫可能にするためハウス柿栽
培に切り替えました。ハウス柿はビニールハウスの中で栽培される柿で
品種は渋柿の⼑根(トネ)早⽣柿が中⼼で、収穫は2か⽉ほど早く市
場に出荷できるため、⾼収益な柿栽培に繋がり当該地域は、全国の
ハウス柿⽣産の約80％を占めるまでに産地として成⻑し市場での位
置付けも確⽴されております。

スマート農業導⼊による⽣産コストの削減
当改良区では、近畿⼤学及び企業連合と連携し、柿の露地栽培

及びハウス栽培においてスマート機器を導⼊し、労働⼒の軽減を図っ
ています。除草においては、リモコン草刈機を導⼊し、作業の省⼒化を
実現し、収穫作業時においては、アシストスーツ及び遠隔制御運搬機
を導⼊し、⾝体的負荷の軽減を図っております。

⼀⽅、ICT技術の導⼊も積極的に⾏い、PC⼜はスマートフォンにて、⾃動
かん⽔やハウスカーテンの⾃動開閉及び加温機の消費油量の遠隔監視を⾏え
るようになっております。また、各種センサーを設置して、⼟壌⽔分、温湿度及
び⾬量等の環境情報のモニタリングシステムを構築し可視化したことで、かん⽔
管理を適切に⾏うことが可能となり、⾼糖度で⼤⽟の柿栽培を図っております。

⼜気象センサーを設置し、圃場の状態を確認するとともに防災⾯で地元住
⺠の⽅にも活⽤できるような仕組みを構築致しました。

キャビン型防除機械

リモコン草刈機

五條市牧Ⅱ団地内にある柿ハウス群

アシストスーツ
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 国営施設応急対策事業 五条吉野地区

橋梁添架管

国営五条吉野⼟地改良事業（S49〜H13）により造成されたダムの⽔管理施設の経年劣化や管⽔路の内⾯
腐⾷による漏⽔等の不測の事故が⽣じています。このため、応急対策事業として、ダムの⽔管理施設、道路橋の添
架管（鋼製管）、揚⽔機場のポンプ・電気設備などの改修を実施し農業⽣産の維持及び農業経営の安定に資す
るものです。

事業実施後の効果
① ⽤⽔の安定供給により⼤⽟⾼品質化
② 造成畑は緩傾斜で⼤型の農業機械の導⼊やスプリンクラーかん⽔による営農労⼒の軽減
③ 造成畑における早⽣品種の導⼊により晩⽣品種中⼼の既成畑と作業時期を分散し、⼤規模経営が可能になる。

揚水機場

・ポンプ分解整備

・電気設備の更新

現

行

更

新

管内面の腐食による漏水が頻繁に発生しています。

一の木ダム水管理施設



奈良の⼟地改良　NO.72

12

事業紹介 県営畑地帯総合整備事業 下市町栃原地区

事 業 ⽬ 的

・新たな農業⽤⽔を確保することにより、安定した品質、収量を確保する。
・⼤⽟化等の⾼付加価値化を推進し、守りの農業から攻めの農業に徹し海外輸出も含めた販路の
拡⼤を図る。

・農業⽤⽔の整備により、作業条件を改善し、担い⼿の確保を図る。
・地域内の⽤⽔効果として当該事業で建設した施設を消防⽔利として活⽤を図る。
・本事業を契機に富有柿の需要拡⼤を図り、集約的な⼟地利⽤や産地の維持・活性化等の地域振
興を図る。

事 業 名 県営畑地帯総合整備事業
事 業 ⼯ 期 令和３年度〜令和７年度
受 益 ⾯ 積 ７１．２ｈａ
事 業 内 容 畑地かんがい施設整備

おわりに
現在若⼿後継者は約１００名程度おられますが、管理作業及び収穫作業時においては⼈⼿不⾜が深刻な問題

であります。そうした中、ICTの活⽤は⼤きな問題解決の可能性を秘めております。また、若⼿が中⼼になり造成畑の
早⽣品種と既成畑の晩⽣品種を組み合わせ労働⼒の分散による作業効率、労働⼒の適正化を⾏なっております。
販売については海外に販路を広げ、今までの守りの農業から、攻めの農業に転じ、東南アジア中⼼だった輸出をアメ

リカにも⽬を向け、柿の⽣果実の輸出も模索しなければならないと思われます。 その為にも、農業者をはじめ⼟地改
良区、研究機関、⾏政等が⼀体となり連携を深め問題解決に向け努⼒する必要があると考えます。

既存施設（国営事業エリア） 今回整備（県営事業エリア）

樹園地

給⽔スタンド

給⽔スタンドから給⽔し運搬

P
樹園地

新設
ファームポンド

新設給⽔スタンド

新設加圧機場
新設⽀線⽔路

既設幹線⽔路

既存施設 今回整備

沢、⾬⽔等から給⽔し運搬

新設給⽔スタンド 獣害柵新設⽀線⽔路
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奈良県農村地域づくり協議会 正会員のご紹介
⼭添村波多野地区活性化協議会

届いた茶葉を広げ、⼀晩陰⼲しにします。 約２０分もみます。⽔分が出てきてしんなりします。

熱で発酵を
⽌めます。
併せて乾燥
させます。
（レンジでも可能）
フライパンで
煎って⽔分が抜
けたら、完成。

綺麗な⾊が
出ています。
マイブランドティーで
美味しく⼿作り
ティータイムです。

天⽇⼲しにします。
だいぶ乾燥が進み、
嵩も低くなりました。

３０分後

広げてラップをして
⽑布にくるみ発酵させます。

茶⾊く⾊が変わります。

３時間後

問合せ先
⼭添村役場
地域振興課

（平⽇9時〜17時）
tel.0743-85-0048

協議会では、お茶づくり体験など
様々なイベントを実施しています。
コロナ感染症でイベント等が⾃粛さ

れる中の試みとして⾏われた、⾃宅で
できる⼿作り茶体験モニターに参加し
て、和紅茶づくりに挑戦してみました。

⼭添村波多野地区活性化協議会は、通称、「かすががーでん」（廃園となった旧春⽇保育園）を活動拠点として、
お茶を中⼼とする農業体験と紅茶の⽣産を通じて、都市と農村の交流を図り、地域の魅⼒向上・活性化につなげ、
⼭添村への移住・定住を促進することを⽬的に活動しています。
お茶作り体験では、茶摘みから加⼯までを体験し、⾃分オリジナルのお茶を作ることができます。季節野菜の植付け

や収穫体験、古くから受け継がれるしめ縄づくり体験など、⼟の匂、⾵の⾳を感じながら農村⽂化に触れてもらうことが
できるイベントも開催しています。

ところで、約６０年前、⼭添村では紅茶⽣産が盛んで、森永
製菓の紅茶⼯場がありました。⾼原の寒暖差が⽣む⾹り豊かな
茶葉で作られた紅茶は、世界紅茶品評会で最優秀賞を受賞す
るという輝かしい歴史があります。当時は「べにほまれ」という品種で
紅茶を製造していましたが、今は「やぶきた」という品種を加⼯し
「⼭添村の和紅茶」として、｢かすががーでん｣で販売しています。
また、⽇本初の紅茶専⽤品種である「べにほまれ」が茶園で発

⾒されたことから、当時の紅茶を再現するための『べにほまれ復活
プロジェクト』に取り組んでいます。
都市と農村の交流を⽬的とした農業体験イベントは、毎回満員

となるほどの⼈気ぶりです。現在はコロナ禍の影響で⼈数制限や
開催を中⽌したりと、コロナ禍以前のような活動はできていません。

今後はオンラインでの開催など⼯夫し、繋がりを絶やさないよう可能な限り継続していきます。和紅茶復活プロジェクト
の「べにほまれ」が順調に育ち、まもなく茶摘みができそうです。

⾃然栽培による茶葉を使⽤した⼭添村の「和紅茶」
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・技術課・

技術課では、会員である市町村・⼟地改良区が⼟地改良事業を適切に実施するために技術的な⽀援
や情報提供を⾏っています。また、令和３年７⽉より新たな業務として、「奈良県ため池⽀援センター」を
開設しました。
新規および改修計画や施設の故障、防災重点ため池に関する管理・保全でお困りの点が御座いましたら

お気軽にご相談下さい。

● 職員紹介 ● 技術第1課所属の坂上 直と申します。当会に縁あって平成30年に採⽤さ
れ、本年で勤続4年⽬になります。元来寡黙で感情を表に出すことは少ない
ものの、この職場で良き上司良き後輩にめぐまれたこと、また私⽣活において
は⼈⽣の伴侶を得たことで⼈との談笑に花を咲かせる機会が増えました。
現在は⼟地改良施設維持管理適正化事業の実施設計や災害復旧事

業、補助版標準積算システム管理等に携わっています。職務遂⾏にあたって
は丁寧にとりまとめ、堅実な成果としてお納めすることを⼼がけています。

まだまだ未熟者ではありますが、⽣まれ育った奈良県の農業振興に少しで
も貢献できるよう精進して参ります。
今後ともご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

● 技術第１課 ●

受託業務（計画策定、防災減災事業）、
適正化事業、⼟地改良施設の診断・管理指
導等、積算システム管理、災害復旧事業など

● 技術第２課・農地地図情報センター ●

受託業務（団体営事業、防災減災事業）、
受託業務に伴うGIS業務、農地地図情報シス
テム管理、農道台帳管理業務、災害復旧事業
など

技術課の主な業務

農地地図情報センター
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● 編 集 後 記 ●
稲穂が垂れてきました。通勤の景⾊が緑から⾦⾊の平原に変化しているのが美しく、四季のある国に⽣まれ育って良かったと

感じる瞬間です。(本誌を⼿に取られる頃には、稲刈りも終わっていますね。）
今号の表紙は、五條吉野⼟地改良区様より、柿の花、柿の実、柿の葉の紅葉写真を提供いただきました。他にも⼟地改

良区紹介(P9,10)、事業紹介(P11,12)では、記事のご提供をいただきました。また、奈良県農村地域づくり協議会 正会
員のご紹介(P13)では、⼭添村波多野地区活性化協議会様に記事のご協⼒をいただきました。ありがとうございました。
広報誌づくりや⽇々の仕事などを通じて、⾊々な⽅々のお話を伺う機会があります。⼟地改良を中⼼とした政策の話や⾃

⾝が担当する奈良県農村地域づくり協議会会員の⽅々の活動の話。この春から始めたzoomの勉強会の⽅々の話。それら
の話や体験を紙⾯に反映できるようにしていきたいと思っています。今号では、『和紅茶づくりに挑戦!!』させてもらいました。コロ
ナ禍でもイベントを体験できます。この紙⾯を通じて、興味を持ってもらえれば嬉しいです。（⻄⼝）


